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さかうえ も  いちろう
　この度、通巻9号の編集を担当することとなり、通巻1号（2018年発行）から「きのみな
と」を振り返りました。執筆者の顔ぶれは、紀州経済史文化史研究所の運営にあたる教員
たちはもとより、4学部と学内センターに所属する多彩な研究分野の所員からなり、それ
ぞれの研究に関わる内容が、その道の専門家ではない者にもわかりやすく、且つ興味深
く紹介されていました。
　ページを繰ってみますと、博物館相当施設としての使命である展示会は、主担当教員
の研究領域の特色と相まって、さまざまなテーマで実施されていました。また、シンポジウ
ム、バス＆トレッキングツアー、わかやま文化財「匠」講座など、知の提供に資する新たな
事業が展開されていました。「きのみなと」は、紀州研の取り組みを学内外に広く知ってい
ただくとともに、1951年（昭和26）に設置された紀州研のこれからの歩みを記録してい
く点でも意義があるものと感じたしだいです。
　近年、SDGsの観点などから紙面による出版がPDFに取って代わる傾向にあり、当研
究所でも議論となりました。その中で、紙面を手にしたい読者層が一定数いることや学外
の機関から配布したいとの要望もあるとの声があがり、通巻９号の発刊にいたりました。
　コロナ感染症拡大防止のために実施がかなわない事業が多い中、「きのみなと」を発刊
できることの喜びを得、今号が、手に取ってくださった皆様の知的好奇心に触れるものと
なっていることを願います。最後に、執筆にご協力いただいた皆様に感謝いたします。
 東悦子
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